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Ⅰ．自立活動への「きゅうちゃん」導入の経緯　

　「きゅうちゃん」は全国看図アプローチ研究

会のマスコットキャラクターであり，石田が発

案・開発したビジュアルテキストである（石田

2022）。筆者はこれまで通常学級における１年生

の説明文づくり（田中 2022）や，１年生の思い

出作文指導の際に「きゅうちゃん」を用いてきた。

「きゅうちゃん」は子ども同士の対話を生み出し

思考を促すきっかけとなることはすでに実践実証

済みである（田中・石田 2022）。そこで，今回

は特別支援学級での自立活動において，「きゅう

ちゃん」を導入してみた。情緒障害のクラスでも

通常学級での実践と同等の可能性を追求したいと

考えたからである。

　筆者の担当するクラスには情緒面に発達障害が

みられる２年生児童３名が在籍している。登校し

て朝の支度を終えてから自立活動が始まる。自立

活動とは，障害のある児童生徒を対象に，人間と

して調和のとれた育成を目指し，設定される領域

である。自立活動の内容は，「1. 健康の保持」「2. 心

理的な安定」「3. 人間関係の形成」「4. 環境の把握」

「5. 身体の動き」「6. コミュニケーション」の６

つに区分され，それぞれの区分の下に 27 の項目

が設定されている。また，自立活動は，各教科と

密接な関連を図りながら教育課程に位置付ける必

要がある。このため筆者は，自身の専門である国

語科との関連に重きを置いて目標を設定すること

にした。特に，区分「3. 人間関係の形成」のう
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概　要
　本報告は，特別支援学級における自立活動と，同時期に行った国語科でのお話づくり学習の指導実践

である。２年生の情緒障害児 3名のクラスにおいて「きゅうちゃん」を用いた自立活動を継続する中，

国語科学習で看図アプローチによるお話づくりを行った。時系列に沿った２つの場面のきゅうちゃん絵

図を提示し，それぞれのきゅうちゃんについて順にお話をつくらせた。そして，「このあと，どうなっ

たでしょう。」という発問を投げかけ，３場面目のお話展開のためいくつかのきゅうちゃん絵図を提示

し自由に選ばせた。子どもたちに場面展開を想像させ，最後の場面のお話を文章化させた。普段，自分

の考えを言葉にして相手に伝えることが少ない子どもにも，きゅうちゃん絵図を用いることで言葉によ

る気持ちや考えの表出がたくさん見られた。このことから，看図アプローチが情緒障害のある子どもの

表現力を育成することの手立てとなることが示された。
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ちの「他者の意図や感情の理解」という項目と，

区分「6. コミュニケーション」のうちの「言語

の受容と表出」という項目に着目し取り組むこと

にした。以下に授業の実際を報告していく。

Ⅱ．自立活動の計画
Ⅱ－ 1　対象児童・授業者・実践時期など
◇対象児童：特別支援（情緒）学級在籍児童３名

◇授業者：筆者（田中　岬）

◇実践時期：2022 年 9 月～ 12 月　

◇倫理的配慮：本論文で紹介する実践データ，作

文，ワークシートなどを掲載するにあたって

は，保護者からの掲載許可の同意書をもらっ

ている（2022 年 12 月 22 日）。また，授業記

録やワークシート等の一人称はすべて「わた

し」に書き替えている。

Ⅱ－２　自立活動の具体的計画
□長期目標
　・自分の考えや気持ちを相手に伝え，集団活動

　に安定して参加できるようになる。

　・他者の意図や感情が理解できるようになる。

□短期目標
　・「きゅうちゃん絵図」を通して，自分の気持

ちや考えを言葉にして伝えることができるよ

うになる。

　・「きゅうちゃん絵図」を通して，友達の気持

ちや考えを理解することができるようになる。

□時間帯
　登校後，朝の支度が終わってから朝の会までの

10 分間程度＋ 1 時間目の 15 分間程度

□内　容
1．【きゅうちゃんをさがせ】

◎「きょうのきゅうちゃん」（図１「きゅうちゃ

んをさがせシート」）と同じきゅうちゃんを，きゅ

うちゃんが 100 種類ほど載っている図２「きゅ

うちゃんがいっぱいシート」の中から探す。

〇わからないときは聞いてもよいが，先にわかっ

た人は，聞かれる前に人に教えない。

〇探し出したら，日付を書き入れ，好きな色で塗

り絵をする。

年生 朝学 自立 作成者 田中 岬

きゅうちゃんをさがせ
年 月 日（火）

たくさんのきゅうちゃんの中からこのきゅうちゃんをさがしてね！

きょうのきゅうちゃん

年生 朝学 自立 作成者 田中 岬

きゅうちゃんをさがせ
年 月 日（水）

たくさんのきゅうちゃんの中から

このきゅうちゃんをさがしてね！

きょうのきゅうちゃん

年生 朝学 自立 作成者 田中 岬

きゅうちゃんをさがせ
年 月 日（木）

たくさんのきゅうちゃんの中から

このきゅうちゃんをさがしてね！

きょうのきゅうちゃん

年生 朝学 自立 作成者 田中 岬

きゅうちゃんをさがせ
年 月 日（金）

たくさんのきゅうちゃんの中から

このきゅうちゃんをさがしてね！

きょうのきゅうちゃん

年生 朝学 自立 作成者 田中 岬

きゅうちゃんをさがせ
年 月 日（月）

たくさんのきゅうちゃんの中から

このきゅうちゃんをさがしてね！

きょうのきゅうちゃん

図１　「きゅうちゃんをさがせシート」　
（実際は 1 枚ずつばらで日替わりで提示　すべて A4 サイズ）

図２　「きゅうちゃんがいっぱいシート」
（石田他 2019 より　実際は A4 サイズで使用）

2．【きゅうちゃんのセリフを書こう】

◎吹き出し付きのきゅうちゃんが載っているワー

クシート（図３）に，きゅうちゃんは何と言って

いるか想像し，考えた言葉（セリフ）を書き入れる。

〇言葉（セリフ）を書いたら塗り絵をする。

〇それぞれの言葉（セリフ）を発表し合う。
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年生 朝学 自立 作成者 田中 岬

きゅうちゃんをさがせ
年 月 日（水）

たくさんのきゅうちゃんの中から

このきゅうちゃんをさがしてね！

きょうのきゅうちゃん

年生 朝学 自立 作成者 田中 岬

きゅうちゃんをさがせ
年 月 日（水）

たくさんのきゅうちゃんの中から

このきゅうちゃんをさがしてね！

きょうのきゅうちゃん

年生 朝学 自立 作成者 田中 岬

きゅうちゃんをさがせ
年 月 日（月）

たくさんのきゅうちゃんの中から

このきゅうちゃんをさがしてね！

きょうのきゅうちゃん

年生 朝学 自立 作成者 田中 岬

きゅうちゃんをさがせ
年 月 日（木）

たくさんのきゅうちゃんの中から

このきゅうちゃんをさがしてね！

きょうのきゅうちゃん

年生 朝学 自立 作成者 田中 岬

きゅうちゃんをさがせ
年 月 日（金）

たくさんのきゅうちゃんの中から

このきゅうちゃんをさがしてね！

きょうのきゅうちゃん

図 3　【きゅうちゃんのセリフを書こう】の

活動で使ったワークシートの例
（実際はばらで 1 枚ずつ配付　A4 サイズ）

図３は日替わりで毎日違うポーズのきゅうちゃ

んを貼り付けてワークシートを作り変えている。

しばらくの間は最初の一週間に行った「きゅう

ちゃんをさがせ」シート（図１）に吹き出しをつ

けて使っていた。途中からは「きゅうちゃんの一

日」と題して，「きゅうちゃんは何と言っている

かな　きゅうちゃんのセリフを書こう」という文

言の入ったワークシートに作り変えた。

Ⅲ．自立活動の実際
Ⅲ－ 1　自立活動「きゅうちゃんをさがせ」
　自立活動「きゅうちゃんをさがせ」の開始初日

ではまず，子どもたちが登校し，朝の支度が終わ

る頃を見計らって「きゅうちゃんがいっぱいシー

ト」（図２）を 1 人に１枚ずつ配付した。このタ

イミングを間違えずに配付しなければならない。

子どもたちは，何かの行動の途中で予期せぬこと

が起こると，今，眼前に提示されたものに気持ち

が集中してしまい，やらなければならない朝の支

度を放棄してしまうことがある。さらには，その

あとの一連の生活リズムを崩してしまう場合があ

るからである。

　皆が着席したのを確かめて配付すると，子ども

たちは「わあ～，かわいい。」「いっぱいいる。」「な

にこれ？」と大きな歓声を上げた。筆者が，シー

トにたくさん載っているのは「きゅうちゃん」と

いう名前であることを説明すると，3 人とも「きゅ

うちゃん。」と口々に言ってさらにその「きゅう

ちゃんがいっぱいシート」を凝視し続けた。

　次に筆者は，1 人だけきゅうちゃんが載ってい

る「きょうのきゅうちゃん」と書かれたワークシー

ト（図１）をホワイトボードに掲示して「このきゅ

うちゃんをみんなの手元にある『きゅうちゃんが

いっぱいシート』からさがしてね。」と伝えた。

「探したら，そのきゅうちゃんに色を塗ってね。」

と続け，色鉛筆を出すよう指示した。子どもたち

は夢中になって「きょうのきゅうちゃん」を探し

た。100 種類ほどのきゅうちゃんが載っている

シートからたった 1 つの「きょうのきゅうちゃん」

を探すことを，非常に難しく感じる児童もいる。

1 人で探せないときは友達に聞いてもよいことを

伝えると，聞かれてもいないのに教えてしまう児

童もいて「自分で探したかった。」と不満を言う

場面があった。そこで「教えてって言われるまで

言わないこと」もルールに加えた。自分で探した

いのに教えられてしまうというような，自分の計

画にない出来事が起こると，そのことへの不満や

わだかまりで自分の気持ちの収拾がつかず，次の

行動へ移れなかったり，気持ちの切り替えができ

なかったりする児童もいる。そのような事態を回

避するための措置である。

　ルールを理解してもらい，「きょうのきゅうちゃ

ん」を探して自分の「きゅうちゃんがいっぱい

シート」に色を塗るという活動を 1 週間続けた。

この 1 週間の中で，子どもたちはそれぞれ「きゅ

うちゃん，上を向いている。」「きゅうちゃん，手

を振っている。」などと，指示がないにもかかわ

らず，絵図を見て「きゅうちゃん」の様子を言葉

に「変換」し，言葉をつないで「要素関連づけ」

を行っていた。そして，作業中には「好きな絵を

描き足したい」という希望が出されたのでそれを

許可した。色を塗り終わった児童は，きゅうちゃ

んを自分の好きな世界へと誘うかのように色鉛筆
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で絵を描き足してはその絵図全体の「外挿」を行

い始めた。

　以下に，９月 12 日（「きゅうちゃんをさがせ」

開始から５日目）の塗り絵しながらの対話記録（一

部）を掲載する。Ｃは児童，Ｔは授業者（筆者）

である。

C2　このきゅうちゃん，しょぼ～ん。

C3　がっかりしてんじゃない？好きなクッ

　キーとられたから。

C1　きゅうちゃん，何のクッキーが好きなの？

C3　マイクラのクッキー。チョコクッキー。

　○○市で病院頑張ったとき買ってくれた。

C2　あっ，最後の一個だから半分こした。

C3　８個入りの赤いの，４個ずつ。

　C3 は，普段，授業中，言葉の少ない児童である。

しかし，C2 の「このきゅうちゃん，しょぼ～ん。」

にすぐに反応して「がっかりしてるんじゃない？」

と自ら対話を始めている。つられるように C1 も

対話に交じり，「何のクッキーが好きなの？」と

言葉をかけている。この様子から，子どもたちは，

単に色を塗るという行為だけでなく，塗りながら

「きゅうちゃん」の物語をつくっていることがみ

てとれる。驚いたことに C3 は，きゅうちゃんが

しょんぼりしている理由を自分の経験と結び付け

ている。「きゅうちゃん」を自分ごととして「クッ

キーは，○○市で病院（で，検査を）頑張ったと

き買ってくれたものであること」を説明し，外挿

まで行っている。この様子から筆者は，子どもた

ちは，対話の中で絵図を読み解き，自然に言葉を

紡いでいるのではないかと考えた。言葉を表出で

きれば，伝えたいことを相手に言葉で伝える力が

つく。１人では思い浮かばない絵図の読み取りで

も，塗り絵をしながら穏やかに流れる時間の中で，

子ども同士で対話することによりどんどん言葉が

紡がれていった。

Ⅲ－ 2　自立活動「きゅうちゃんのセリフを書こ
う」への展開
　2 週目からは，「きょうのきゅうちゃん」絵図

に吹き出しを描き入れたワークシート（図 3）を

1 人に 1 枚ずつ配付した。子どもたちは「わあ，

きゅうちゃん，大きくなってる。」「先生，こっち

も色，塗っていい？」「こっちに色塗りたい。」と

言って大はしゃぎしていた。子どもたちは塗り絵

を非常に好む。そこで「まず，このきゅうちゃんは，

なんて言っているのか考えて，言葉を書いてね。」

「言葉が書けたら色を塗っていいよ。」と条件をつ

けて塗り絵を許可した。しかし，初めは，子ども

たちは早く塗り絵がしたくて，言葉を書き入れる

より先に色鉛筆を持つこともあった。筆者は，こ

の自立活動を人間関係の形成，コミュニケーショ

ン力の育成，そして国語科との関連として言語の

表出に目標を置いている。そのため，色を塗る活

動よりも，まずは絵図から想像して言葉を考える

活動を重視したかった。しかし，子どもたちの様

子を観察していると，子どもたちは塗り絵だけに

集中するのではなく対話をしていた。

　以下に，きゅうちゃんに色を塗りながら子ども

たちが対話しているある日の様子を紹介する。こ

の日は普段寡黙なC3がとても多く発言していた。

なお，補足が必要と判断した箇所には筆者による

（　）書きを施してある。

【塗り絵をしているときの対話記録】

C3　金持ちにしよう。１億万円持ってる。高

級車にのってる。家も高級だよ。充電器も描

こう。先生，今，充電してる。（家には）普

通のソファーしかないけどきゅうちゃんのは

曲がってるソファー。こういうの。（と，腕

を折り曲げる）冬，寒いしょ。一応マフラー

もつけとこう。

Ｔ　まだ，秋だよ。

C3　いいの。わたしも寒いの嫌いだから。

Ｔ　金色？

C3　青だよ。金色に金色，目立たないから。　

見て C2，これ，わたしきゅうちゃん。

（ピピピ・・・タイマーが鳴る）

Ｔ　じゃあ，時間が来たからおわりね。

C3　はい。
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Ｔ　いい返事。

C1　切り替えボタン

Ｔ　C1 さん，いいこと言うね。

C1　（照れている）

Ｔ　そのきゅうちゃんは，C3 きゅうちゃんな

の？

C3　うん。（嬉しそうな顔でうなずく）

　次にロイロノートで子どもたちが撮影し提出し

たワークシートを紹介する。文字抜けがあるもの

や色が薄くて見づらいものもあったため，筆者が

パソコン入力した文字情報もあわせて掲載する。

完成したワークシートの記述例（9 月 14 日）

C1 のワークシート

あついな～。が～ご～。いろいろ，あ～おもし

ろい。フム，も～だめだ，こりゃあ。

C2 のワークシート

本をよんでいる。

C3 のワークシート

ハァ。（絵文字）つかれたな～。ねむい。

完成したワークシートの記述例（9 月 21 日）

C1 のワークシート

ちらっ。なにしてんのお～。いいなあ～。なに

してんの～

C2 のワークシート

スマホやりたいなあ。

C3 のワークシート

プ…。なに…。なんかいた？

　9 月 14 日の活動中，C3 には「きゅうちゃん

のセリフを書く」という指示に戸惑う様子がみら

れた。そのため，筆者は「きゅうちゃんが言った

言葉を書くんだよ。きゅうちゃんは『本を読んで

いる。』って言ったの？」と確認した。しかし C3

は「これでいい。」と言って直すことをしなかった。

　１週間ほどした 9 月 21 日のワークシートでは，
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C3 もほかの児童と同じようにわかりやすいセリ

フになっている。きゅうちゃんを見ながら，色を

塗り，子どもたちは毎日楽しそうに対話をした。

　その様子を目の当たりにして，筆者は次のよう

なことを考えた。言葉が表出されるのであれば，

これからの国語科の学習でもその力は生きてくる

のではないか。そして，「言葉を書き入れてから

色を塗る」という活動の順序よりも子ども同士の

対話が大切であり，重視すべき点なのではないか。

　特別支援学級の子どもたちは，朝の支度が終わ

る頃から，この「きゅうちゃん」を活用したワー

クを行い，そのあと協力学級に行って 10 分間の

朝の会に参加する。朝の会が終了すると 3 人は

支援の教室に戻り，個別の学習を行う。筆者の勤

務校では，特別支援学級在籍児は，国語・算数・

自立以外の学習および給食等は，協力学級で通常

学級の子どもたちと一緒に活動するインクルーシ

ブ教育を行っている。そのため，朝の会により一

時中断される自立活動は，1 時間目の 15 分程度

を割き，継続して行えるようにした。この 15 分

間で，吹き出しに必ず言葉を書き入れ，塗り絵の

続きをする。そして，各自の吹き出しに書いた言

葉を発表し合う。この一連の活動を，1 か月間ほ

ど続けた。

　さらに 2 か月目からは，お互いのきゅうちゃ

んの言葉に対する質問をし合うことにした。質問

し合うことにより，一層対話が弾み，言葉の表出

が増えた。この相互質問を含めた自立活動が始

まってわずか数日経った頃，C3 は「このきゅう

ちゃん，わたし。」と言って自分の好きなゲーム

を絵に描き足していた。そして，吹き出しに言

葉を入れる活動に入ってからは，それまで寡黙

だった姿からは想像もつかないほど瞬時に「きゅ

うちゃん」の言葉を書き込んでいった。「これ，

〇〇きゅうちゃん。」と言って自分の名前をきゅ

うちゃんの前にかぶせて，ときには，絵には描か

れていない人物を想定して，よびかけるような言

葉（セリフ）も書いていた。

　筆者は，こんなに集中して活動ができるのな

ら，国語科の授業にも生かせるのではないかと考

えた。そしてこれまでの自立活動を継続しながら，

国語科にも接続できるような学習を計画した。次

章から，その国語授業について報告する。

Ⅳ ．国語科の授業計画
Ⅳ－ 1　対象児童・授業者・実践時期など
◇対象児童：特別支援（情緒）学級在籍児童３名

◇授業者：筆者（田中　岬）

◇実践時期：2022 年９月末

◇倫理的配慮：本論文で紹介する実践データ，作

文，ワークシートなどを掲載するにあたって

は，保護者からの掲載許可の同意書をもらっ

ている（2022 年 12 月 22 日）。また，授業記

録やワークシート等の一人称はすべて「わた

し」に書き替えている。

Ⅳ－２　単元・目標
◇単元名：絵図をよく見て，かんがえよう（発展）

－きゅうちゃんのお話　このあと，どうなっ

たでしょう－

　時系列に沿った３部構成のうち，はじめ・中の

２枚の絵図から，このあと，何が起こるのかを想

像して，３枚目の絵図を選び，よく見てお話をつ

くって書こう。

◇指導目標
◎自分の思いや考えが明確になるように，絵図を

よく見て事柄の順序に沿って簡単な構成を考えて

文に表わすことができる。（書くこと イ）

◎時間的な順序や事柄の順序などを考えながら，

絵図の内容の大体を捉えている。（読むこと ア）

◎言葉を通じて積極的に人と関わり，自己を表現

し，他者の心と共感するなど，互いの存在につい

て尊重しようとする態度を養うことができる。（学

びに向かう力・人間性等）

Ⅴ．国語科授業の実際
Ⅴ－ 1　授業の概略と進め方
　本授業は，同単元の教科書教材を学習した後の

発展編の活動である。教科書教材では，時系列に

沿った３部構成のうち，「はじめ」「中」「おわり」

のうち，「はじめ」と「おわり」の２枚の写真が
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提示されている。本児童たちは，２枚の写真を見

比べて「はじめ」「おわり」の間に何が起こった

のかを考えて「中」の部分の出来事を考えるとい

う学習を終えている。教科書教材では，考えた出

来事を口頭で発表するにとどめ，文章に書き起こ

してはいない。

　本授業では，「きゅうちゃん」の絵図を用いて，

時系列に沿った「はじめ」「中」の２枚の絵図か

らお話をつくる。そして「おわり」にはどんなこ

とが起こるかを想像し，選択肢の中から自分の考

えたお話にふさわしいきゅうちゃんを選び，お話

を完成させる。完成させたお話は文章にまとめる。

　表１・表２に授業計画を示す。

【１時間目】

　教科書「しゃしんをくらべて，考えよう『この間に何があった？』」で学習したことの応用として，時

系列が続く２枚のきゅうちゃん絵図（はじめ・中）から，描かれていることを言葉に変換し，絵図をよ

く見てお話をつくる。

１．前時想起（５分）

　教科書で「はじめ」「おわり」の２枚の写真をよく見比べて「中」のお話を考えたことを思い出す。

２．【ワークシート（一）】提示

　場面①の絵図からわかること，きゅうちゃんのしていることなどを自由に発言。（全体で 4 分）

３．【ワークシート（二）】提示

　皆で考えたことから，場面①の絵図を読み解き，言葉に（変換）してきゅうちゃんが何をしているの

　か（要素関連づけ），わけも想像（外挿）して文に書く。（個人で 8 分）

４．それぞれの考えを発表し，質問をし合う。（ロイロノートで写真撮影して共有）（６分）

５．【ワークシート（三）】提示

　場面②の絵図からわかること，きゅうちゃんのしていることなどを自由に発言。（全体で 4 分）

６．【ワークシート（三）】提示

　皆で考えたことから，場面②の絵図を読み解き，言葉に（変換）してきゅうちゃんが何をしているの

　か（要素関連づけ），わけも想像（外挿）して文に書く。（個人で 8 分）

７．それぞれの考えを発表し，質問をし合う。（ロイロノートで写真撮影して共有）（6 分）

８．【ワークシート（四）】提示

　まとめ・次時予告…選択肢の中から自分のお話の結末に使う絵図を選んでおくことを宿題として指示

　する）（4 分）

名
前

ワークシート（一）

き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
の
お
話

五

絵
に
あ
る
も
の
を
書
き
ま
し
ょ
う。

き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
は

な
に
を

し
て
い
ま
す
か。
ど
ん
な

こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
か。

わ
け
も
、

そ
う
ぞ
う
し
て

書
き
ま
し
ょ
う。

名
前

ワークシート（二）

場
め
ん
③
に
な
る
絵
を
そ
う
ぞ
う
し
て
、
つ
ぎ
か
ら
え
ら
び
ま
し
ょ

名
前

絵
に
あ
る
も
の
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
は

な
に
を

し
て
い
ま
す
か
。
ど
ん
な
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
か
。

わ
け
も
、
そ
う
ぞ
う
し
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

ワークシート（三）

表１　１時間目の授業計画
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　授業の進め方は上掲「指導計画」（表 1・表２）

のとおりであるが，概略をまとめておく。この

「きゅうちゃんのお話　このあと，どうなったで

しょう。」の授業は，全部で５枚のワークシート

から成り立っている。

　まず，教材ワークシートの説明をする。作成し

た（一）から（五）までのすべてのワークシート

には，「はじめ」「中」「終わり」の言葉の代わりに「場

面①」「場面②」「場面③」と表記している。

　ワークシート（一）には横向きに３つの枠を作

り，右から場面①場面②場面③として，関連性の

ある絵図を右端と真ん中の枠に提示，左端の場面

③の枠には「？」と書いておく。このワークシー

ト（一）でどんなお話が始まるのか（どんなお話

にするのか）想像させる。

名
前

ワークシート（一）再掲

場
め
ん
①
場
め
ん
②
の
あ
と
、
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。

場
め
ん
③
に
な
る
絵
を
そ
う
ぞ
う
し
て
、
つ
ぎ
か
ら
え
ら
び
ま
し
ょ
う
。
名
前

ワークシート（四）

お
は
な
し
の
お
わ
り
を
考
え
ま
し
ょ
う。

ど
う
し
て

そ
う
な
っ
た
か、
わ
け
も

そ
う
ぞ
う
し
て

書
き
ま
し
ょ
う。名

前

絵
に
あ
る
も
の
を
書
き
ま
し
ょ
う。

ワークシート（五）

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
四
）

か
ら
選
択
し
た

き
ゅ
う
ち
ゃ
ん

絵
図
貼
付
欄

表２　２時間目の授業計画

【２時間目】

　「はじめ」（場面①）・「中」（場面②）の絵図の続きになる絵図を選び「このあと，どうなったのか」そ

の後のお話（場面③）を想像し，お話の結末（場面③）を文章にする。

１．前時想起（5 分）

２．【ワークシート（四）】提示

　絵図を見て，どんなきゅうちゃんがいるのか話し合う。（５分）

３．【ワークシート（五）】提示

　【ワークシート（四）】の絵図から，自分のお話の続きにふさわしいきゅうちゃんを選んで切り取り，

　【ワークシート（五）】に貼り付ける。（5 分）

４．選んだ絵図について自由発言する。（５分）

５．選んだ絵図を言葉に（変換）し，きゅうちゃんが何をしているのか（要素関連づけ），お話の結末は

　どうなったのか，理由も書いてお話を完成させる（外挿）。（10 分）

６．完成したお話を発表し，質問し合う。（ロイロノートで写真撮影して共有）（10 分）

７．まとめ・ふりかえり（5 分）
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　ワークシート（二）は，場面①の絵図の変換内

容を書けるように，また，お話づくりの材料とな

るように「きゅうちゃんは何をしているのか，わ

けも書こう。」と指示文とマス目を書いておく。

　ワークシート（三）には場面②の絵図の変換，

とお話づくりの材料となるようにワークシート

（一）と同様の指示文とマス目を書いておく。

　ワークシート（四）には，場面①②の後につな

がりそうな絵図を数種類配置して，子どもたちに，

自分の想像するお話の結末，場面③にふさわしい

絵図を選ばせる。

　ワークシート（五）には，場面③に選んだ絵図

の言葉への変換と，お話の終わりを考え，そのわ

けも想像して書くようにといった指示文とマス目

を書いておく。子どもは自分で選んだきゅうちゃ

ん絵図をワークシート（四）から切り取ってワー

クシート（五）の空欄に貼り付ける。

　この５枚のワークシートに沿って進んでいく

と，最後にはお話ができあがるようになっている。

　最初の１時間はワークシート（一）の３つの枠

の中にある場面①場面②の絵図をよく見て，お話

を作る時間である。場面①のお話はワークシート

（二）に，場面②のお話はワークシート（三）に

書く。

　２時間目は，ワークシート（四）に提示してあ

る数種類のきゅうちゃん絵図から場面③にふさわ

しい絵図を選び，最後の場面③ではどんなことが

起こるのか，お話の結末を考えて書く時間である。

場面③のお話が想像できたらワークシート（五）

に書く。発表が終わったらふりかえりを書く。

き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
の
お
話

五

絵
に
あ
る
も
の
を
書
き
ま
し
ょ
う。

き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
は

な
に
を

し
て
い
ま
す
か。
ど
ん
な

こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
か。

わ
け
も
、

そ
う
ぞ
う
し
て

書
き
ま
し
ょ
う。

名
前

ワークシート（二）再掲

場
め
ん
③
に
な
る
絵
を
そ
う
ぞ
う
し
て
、
つ
ぎ
か
ら
え
ら
び
ま
し
ょ

名
前

絵
に
あ
る
も
の
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
は

な
に
を

し
て
い
ま
す
か
。
ど
ん
な
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
か
。

わ
け
も
、
そ
う
ぞ
う
し
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

ワークシート（三）再掲

場
め
ん
①
場
め
ん
②
の
あ
と
、
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。

場
め
ん
③
に
な
る
絵
を
そ
う
ぞ
う
し
て
、
つ
ぎ
か
ら
え
ら
び
ま
し
ょ
う
。
名
前

ワークシート（四）再掲

お
は
な
し
の
お
わ
り
を
考
え
ま
し
ょ
う。

ど
う
し
て

そ
う
な
っ
た
か、
わ
け
も

そ
う
ぞ
う
し
て

書
き
ま
し
ょ
う。名

前

絵
に
あ
る
も
の
を
書
き
ま
し
ょ
う。

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
四
）

か
ら
選
択
し
た

き
ゅ
う
ち
ゃ
ん

絵
図
貼
付
欄

ワークシート（五）再掲
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Ⅴ－２　場面①「はじめ」・場面②「中」のお話
づくりの時間
　本時は，前時までの教科書の写真ではなく，

「きゅうちゃん」絵図で，お話を考えることを確

認してワークシート（一）を配付する。ワークシー

ト（一）の場面①の枠にはきゅうちゃんが，顔色

の悪い「ぴいちゃん」（編集委員注；正確には２

人とも「きゅうちゃん」であるが，登場人物を識

別しやすいよう授業者が便宜的に「ぴいちゃん」

の名前を使っている。）に寄り添っている絵図が

提示してある。場面②の枠には布団に横たわって

いる「きゅうちゃん」の絵図を提示してある。　

子どもたちは，「きゅうちゃん」が大好きである。

ワークシートを配付すると「かわいい」「かわいい」

と何度も繰り返していた。朝の自立の時間と錯誤

してか，「きゅうちゃん」が載ったワークシート

への反射か，すぐに色鉛筆を出す児童もいた。こ

こで筆者は，今は国語の時間であること，色を塗

るのではなくて，お話を考える時間であることを

再確認した。本学級では，自分が思っていたこと

と違う状態に直面したとき，気持ちの立て直しが

できず，その 1 時間がほかの児童と同じことを

して過ごせなくなってしまう児童もいる。授業者

は，子どもたちができるだけ計画通りに一日を過

ごせるよう配慮する必要がある。しかし，やむを

得ない変更があったときには，一日の中のできる

だけ早い時期に伝えるように気を付けている。ま

た，児童の思い込みが誤っていると気づいたとき

には，その思い込みに対する訂正を前もって行う

ようにしている。ここでは 1 人の児童が色鉛筆

をしばらく離さなかったが，「今日のワークシー

ト２枚に言葉や文を書いたらそのあとに色を塗っ

てもよい」ことを伝えて活動に入った。以下に本

時（１時間目）の対話記録の一部を紹介する。

T　今日は，写真じゃなくてきゅうちゃんの絵

で考えるよ。昨日，伝えたよね。じゃあ，ちょっ

と見てね。場面が①②③ってあるけど③の場

面だけ絵がないよ。さあ，お話はこんな絵の

きゅうちゃんです。

C1・2・3　わあ～。

T　見てください。最初の場面①はきゅうちゃ

ん２人いるよね。何してるんだろう。

C2　この子は熱出ちゃって，寝るんじゃ…

C1　そして，②の場面で寝てる。

C3　寝てる。

T　ああ，本当だね。風邪ひいたのかなあ。さあ，

それじゃあ③の場面どうなるんだろうね。で

は 1 枚めくってください。

C3　色鉛筆いる？

T　いらない。今日は色鉛筆使わないよ。

C3　色塗りたい。あああ。

T　じゃあ 1 番目を見てください。C2 さん，1

枚目だけだよ。

C2　ああ，苦しそうでかわいそう。

T　C2 さん，読んでください。

C2　絵にあるものを書きましょう。

T　はい，絵にあるものだよ。鉛筆を持ってくだ

さい。この絵にあるのは何かな。絵をよく見

て，書いてください。なになに，ぽつ，なに

なにって書いてね。

C3　なになに，ぽつ，なになに。（T の指示を繰

り返している）

T　うん，この絵にあるのは何かな。C3 さん，

写ってるの何？

C3　う～ん。きゅうちゃん２人。

T　あ～，そうね。それ書いて。…きゅうちゃ

ん２人なんだけどね，実はね…，

C2　にせもの？もしかして。

T　にせものじゃなくてね，もう 1 人の人は，

ぴいちゃんて言うの。

C1・2・3　ぴいちゃん？

C2　なにそれぇ。

T　うん，ぴいちゃんはね，きゅうちゃんのお

友達なの。

C2　ぴいちゃんのお友達は風邪ひいちゃった

の？

T　ううん，きゅうちゃんのお友達がぴいちゃ

んなの。

C2　ぴいちゃん，かわいい。
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T　かわいいしょ。このね，病気の方の人，ぴ

いちゃんって名前なの。

C2　ぴいちゃんときゅうちゃん。

C3　ぴいぴい。（と言って色鉛筆で何か描き足

そうとしている）

T　C3 さん，今，やること，みんなと一緒に

やれるかな。色塗る時間じゃないよ。これ，

全部書いたら，後で色を塗る時間あげるよ。

何が絵にあるか，ほら，書いて。

C3　色，塗る。

C1　先生，じゃあ，みんな名前違うの？

T　ううん，きゅうちゃんとぴいちゃんしかい

ないよ。2 人とも違うね。きゅうちゃんはど

んな格好してて，ぴいちゃんはどんなの？

C1　きゅうちゃんは，元気だけど…

T　そうそう，それ，書いて。

C2　ぴいちゃんはごほごほってなってるの。

T　いいね。それ書いて。はい，ぴいちゃん，

ごほごほね。

C2・3　（次のページめくろうとする）

T　まだまだ，２人の顔，どう？違うよ。顔色

は？

C2　ぴいちゃんは黒いの。

T　うん，それ書いて。で，きゅうちゃんは，

どんなきゅうちゃん？表情は？顔の様子ね。

それも，表情もよく見てね。

C2　う～ん。元気。元気ってどう書くの？

T　（板書して）元気。漢字習ったね。習った

の使うのいいね。

C1　ぴいちゃんは，えっと。

C3　（色鉛筆を持ったままでいる）

T　C3 さん，書くよ。一緒に書くよ。きゅうちゃ

んとぴいちゃんって書くよ。

C2　きゅうちゃんとぴいちゃん，かわいい。

こんな顔，見たことない。

C1・2・3　（書いている）

T　じゃあ，この場面①のお話は…C1 さん，

読んで。

C1　きゅうちゃんは何をしていますか。どん

なことを考えていますか。わけも，想像して

…

C2　えっ，わけも想像して書くの？

T　そうだよ。なんでそんなことしてるのか，

わけも，想像して書いてね。はい，続き，

C1 さん，読んじゃってね。ごめんね。

C1　わけも想像して書きましょう。

T　はい，C1 さん，読むの，ありがとう。お

話は左側のマス目のところに書くんだよ。　　

C2　やー，熱。

T　あぁ，熱出たのね。いいね，それ。

C2　わけも，想像して書こう。

T　いいね。書いてね。はい，書いていいよ。きゅ

うちゃんは何をしていますか。どんなことを

考えていますか。

C2　ぴいちゃんのことを考えている。

T　あぁ，ぴいちゃんのこと，考えてる。どう

して？ C3 さん，一緒に書こう。ぴいちゃん

ときゅうちゃんだよ。

C3　（次のページをめくろうとする）

T　C3 さん，先に書いて。そっちはまだ。後

だから。ね，順番。はい，書いてね。今日の

は先にこっちね，そっちが好きなのね。早く

めくりたいのね。わかったよ。

C3　顔黒い。

T　うん。そうだね。それ書こう。顔黒いぴい

ちゃんって書いていいよ。

C3　（ずっと色鉛筆を握りしめている）

T　C3 さん，これ，国語のお勉強のワークシー

トなの。

C1・2・3　（書いている）

C2　きゅうちゃんとぴいちゃんだけでいいん

だよね。C1，見えちゃってるよ。

C1　C2，見ないで。

T　C3 さん，自分のやることやろう。

C1　ぴいちゃんは，熱とか風邪になった。

T　うん。いいよ。じゃあ，お話教えて。

　ここまでで，時間をかけて対話しながらそれぞ

れのワークシート（二）の記入が終わった。C3

は絵にあるものの欄だけは書いたが，きゅうちゃ
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ん・ぴいちゃんが何をしているかという部分は未

記入のままだった。ロイロノートを使いそれぞれ

完成したワークシートを写真に撮って共有した。

発表は，C1，C2，C3 の順に行い，それぞれの発

表の後に質問タイムを設けた。

　発表内容を，児童それぞれのワークシート（二）

と授業記録で紹介する。なお，ワークシートは誤

字・脱字が多く読みづらいものもあるため，筆者

が誤字を訂正し，抜けている文字を補ってパソコ

ン入力したものを掲示する。漢字仮名表記は児童

が書いたままとするが，読みやすさを考慮して分

かち書きにしてある。

完成した C1 のワークシート（二）

【絵にあるもの】

・きゅうちゃん

・ぴいちゃん

・きゅうちゃんがげんきで，ぴいちゃんは，ね

つとかぜになった。

【どんなこと・わけ】

　きゅうちゃんがぴいちゃんのことを「だい

じょうぶ」っていってあげた。わけは，ぴいちゃ

んが　ねつをだしたから。そして，きゅうちゃ

んがなきだしました。ぴいちゃんが，ごほっ

ごほっと　せきがでました。きゅうちゃんが

「おかいものと　あそびに　いけないよぉ～。

どうして，こんなことに　なったんだよぉ～。

いっぱい　あそびたいのにぃ～。え～ん。え

～ん。」

T　では，C1さんへの質問の時間です。C3さん，

書けなかったけど，質問に，参加していいん

だよ。

C1　では，質問ありませんか。

C2　はい。えっと，なんで，泣いてるんですか。

C1　ぴいちゃんが風邪をひいたから。

T　ん？泣いているのはどっち？ぴいちゃん？

きゅうちゃん？

C1　きゅうちゃん。

T　風邪をひいているのはぴいちゃんで，泣い

ているのはきゅうちゃんなのね。

C1　うん。

C2　どうしてきゅうちゃん，泣いてるの？

C1　ぴいちゃんが風邪をひいたから。

C2　だから，どうして？きゅうちゃんが泣く

の？

T　C1 さん，ぴいちゃんが風邪をひいて，きゅ

うちゃんはどう思ったから泣いているの？先

生も不思議だなあ。

C2　ぴいちゃん風邪ひいたらきゅうちゃん，

一緒に遊べないからかなあ。

C1　うん。それと，悲しいの。

T　ん？ぴいちゃんが風邪をひいたら，きゅう

ちゃんは，悲しいのか。

C1　うん。かわいそうなの。

T　あぁ～。きゅうちゃん，かわいそうって

ぴいちゃんのこと，思ったんだ。優しいね。

きゅうちゃんは自分が病気じゃないのに，人

の病気が悲しくなったんだね。

C3　（手を挙げている）

C1　C3，どうぞ。

C3　場所は，どこなんですか。

C1　場所？場所は…家！

C3　（うんうんと無言でうなずく）　　

T　あぁ，きゅうちゃんと，ぴいちゃんの家な

んだね。

C1　はい。他にありませんか。

T　はい，ありがとう。それじゃあ，今度は

C2 さんの方の質問に移ります。

完成した C2 のワークシート（二）

【絵にあるもの】

・きゅうちゃん（元気）

・ぴいちゃん（ねつ）

【どんなこと・わけ】

　ぴいちゃんは，かぜと　ねつがでて　きゅ

うちゃんが　しんぱいして，クスリをあげよ

うとしている。「ぴいちゃん，だいじょうぶ？」

「ゲホッゲホッ」とでています。
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C1　はい，えっと～，きゅうちゃんは，何の

お薬を持っているんですか。（筆者注；C2 は

きゅうちゃんの左手の上にカプセルや錠剤の

薬の絵を 5 つ描いていた。）

C2　病気のお薬。

C1　風邪とかのお薬？

C2　そうだね。

C1　C2，他にありませんかとか言って。

C2　はい，他にありませんか。はい，C3 ある？

C3　ない。

T　はい，それじゃあ，C3 さんのは，こっち

だけ，発表できる？

C3　ない。書いてない。

　C3 は絵にあるものだけを書いており，発表を

しなかったので，「絵にあるもの」のみ紹介する。

完成した C3 のワークシート（二）

【絵にあるもの】

・きゅうちゃん元気

・ぴいちゃんがカゼ

　次に２枚目をめくるように指示を出し（ワーク

シート（三）を提示），場面②について考えた。

以下に，記入する前の自由発言の様子を紹介する。

C2　わあ，ふとんに入ってる。

C1　ぴいちゃん，ふとんに寝てる。

T　あれ，顔色，よくなってるよ。それ，どっ

ちかなあ。きゅうちゃんじゃない？

C2　ちがうよ。ぴいちゃんが風邪なんだから，

寝てるのはきゅうちゃんじゃなくて，ぴい

ちゃんだよ。

T　あぁ，そうかぁ。じゃあ，みんな，自分で

考えて，寝ている人はきゅうちゃんか，ぴい

ちゃんか，自分自分で書いてね。おふとんの

他に何かあるかな。

C3　まくら。

T　C3 さん，本当だね。まくらあるね。寝て

いる人は，どんな様子かな。お口の形見て。

笑ってるかな。

C3　病気だから笑ってない。苦しい。

T　あぁ，いっぱい出てきたね。いいね。じゃあ，

それ書いてね。場面①みたいにね，みんなも

う，書けるね。

　子どもたちは自由発言しながら，すでに，もう

ワークシートへの記入を始めていた。以下に完成

したワークシート（三）を紹介する。

完成した C1 のワークシート（三）

【絵にあるもの】

ぴいちゃんと

ふとんと

まくらがあります。

【どんなこと・わけ】

　ぴいちゃんがかぜをひいて　きゅうちゃん

がぴいちゃんのことをふとんをかけてあげた。

くすりも　のませてあげて　ごはんも　たべ

させて　あげた。わけは，ぴいちゃんが　か

ぜをひいたから　くすりと　ごはんをたべさ

せてあげた。冬になっても　きゅうちゃんが　

くすりと　ごはんを　たべさせて　あげてい

る。ぴいちゃんは９月３０日にかぜをひいた

から冬までには，なおった。きゅうちゃんは「よ

かったね。」っていいました。

完成した C2 のワークシート（三）

【絵にあるもの】

・ぴいちゃん

・ふとん

・まくら

【どんなこと・わけ】

ぴいちゃんの思ってること…「ぼく，あそ

びたかった…。そんな～，あした…あそべる

かな～。ふあん…なおって～」と思っています。

そのころ，きゅうちゃんは，「ハァ，だいじょ

うぶかなあ。おちゃ　おいとこう。」っていっ

ていました。
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完成した C3 のワークシート（三）

【絵にあるもの】

・まくら

・ふとん

・ぴいちゃん

【どんなこと・わけ】

つらい。

くるしい。

　実践時，場面②についての質問タイムを取るこ

とができなかった。想定よりも場面①に時間がか

かってしまった。１人の児童が朝の自立の時間と

同じようにきゅうちゃんに色を塗りたがり，次の

活動になかなか入ることができなかった。他の２

人に指示を出しながら，その児童に個別の指示を

出し，気持ちをワークシートの記述に向けさせる

ことに時間を要した。本クラスの児童３人は，国

語の時間は協力学級から特別支援学級に戻り，個

別学習を行っている。授業者（筆者）としては，

１人ひとりに合った寄り添い方をしつつ，児童自

身の「ほかの 2 人と同じ勉強がしたい」という

気持ちを受け止めながら国語の時間を過ごしてい

る。そのため，本時のようなことがしばしば起こ

る。自立の時間とは違うことを理解してもらうた

めに，筆者は塗り絵をしたい児童に対して「色を

塗る時間ではない」ことを伝え続けた。しかし，「ど

こか一か所だけ塗ってもよい」ことにするなどし

て，ワークシートの活動に入るよう促すことも，

児童の気持ちの切り替えには必要だったのかもし

れない。

　この後，次時の連絡として，ワークシート（四）

の絵図から，場面③で使いたいきゅうちゃんを選

んで丸印をつけておくことを宿題に出した。

Ⅴ－３　場面③「このあと，どうなったでしょう。」
のお話づくりの時間
　２時間目は，ワークシート（四）について，ど

んなきゅうちゃんがいるのかを読み解くことから

始めた。

場
め
ん
①
場
め
ん
②
の
あ
と
、
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。

場
め
ん
③
に
な
る
絵
を
そ
う
ぞ
う
し
て
、
つ
ぎ
か
ら
え
ら
び
ま
し
ょ
う
。
名
前

ワークシート（四）再々掲

　ワークシート（四）には，本実践で最初に提示

した「顔色の悪いぴいちゃんにきゅうちゃんが寄

り添っている」場面から始まるお話の他にも，筆

者が準備してある別のお話づくり教材のワーク

シートとしても使用できるよう，いろいろなもの

を配している。

　ハードルから後ろ向きに降りようとしている

きゅうちゃん，ぴいちゃんをおぶっているきゅう

ちゃん，手を振っているきゅうちゃん，ぴいちゃ

んに花束を贈られて照れているきゅうちゃん，懐

中電灯で暗闇を照らすきゅうちゃん，薬を飲もう

としているきゅうちゃん，穴から顔を出すもぐら

を見ているきゅうちゃん，フライパンで料理する

きゅうちゃん，変身きゅうちゃんの 9 種類である。

子どもたちはハードルきゅうちゃん以外はすらす

らと，絵解きを始めた。そして，1 つひとつ絵解

きをしながら「これ，わたしのきゅうちゃん」「〇〇

はこのきゅうちゃんを使う。」「わたしはこのきゅ

うちゃん。」などと，自分の選んだきゅうちゃん

の絵解きをするときは，すかさず声を出して嬉し

そうに笑っていた。

　前時の宿題である，場面③で使いたいきゅう

ちゃん絵図をそれぞれ確認して，ワークシート

（四）から，はさみで切り抜き，ワークシート（五）

へ貼り付けた。糊での貼り付けに時間を要する児

童には授業者が手伝った。

　全員が貼り付け終わったことを確認してそれぞ

れのお話の結末を書くワークシート（五）への記

入を始めた。ワークシート（五）は，各自違うきゅ
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うちゃん絵図であるため，すぐに個人の思考時間

に入った。

　次に，完成したワークシート（五）と，それぞ

れのお話への質問（授業記録）を紹介する。

完成した C1 のワークシート（五）

【絵にあるもの】

・ぴいちゃん

・ぴいちゃんをおんぶしている

きゅうちゃん

・あせ

【どんなこと・わけ】

　ぴいちゃんがねつをだしているから，（きゅ

うちゃんが）おんぶをして，びょういんにつ

れていってあげている。びょういんにつれてっ

てあげたら，ねんざをして，つぎの日になっ

たら，きゅうちゃんがびょういんにいって，

ぴいちゃんが　なおっていた。

C1　質問はありませんか。

C3　病院の名前は何て言うんですか。

T　ああ，病院の名前ね，C3 さん，知りたいね。

C1　市立病院。

C2　市立病院に今，お客さんは何人いますか。

T　患者さんね。

C1　はい，え～，きゅうちゃんとぴいちゃん

だけです。

C3　検査とかしましたか。

T　お～，C3 さん，いい質問だねえ。

C1　う～ん，おなかとかしました。

C2　心臓とかあるよね。

C1　おなかの検査だけです。

完成した C2 のワークシート（五）

【絵にあるもの】

・くすり

・おちゃ

・ぴいちゃん

【どんなこと・わけ】

　ぴいちゃんは，こう　いってます。

　「くすり…きらい。でも，がまん。のもう。『ご

くっ』のののめた！にがいけど…のめた。や，

やったあ。くすり　のめた…。」といっていま

す。

　きゅうちゃんは，「おくすり，おいとくね。」

といっています。

　ぴいちゃんは，「ありがとう。」といってい

ます。「くすりの　おちゃも　だしとくね。」「う

ん。」

「ごはんにしようね。」「うん。」

C2　質問はありませんか。

C1　お薬はどんなお薬ですか。

C2　えっ。風邪のお薬です。

C1　粉のとか，玉のとか，どんなお薬ですか。

C2　あ～，そういうことね。えっと，粉と，

玉です。

C3　わたし，お薬，飲める。

C1　みんな飲めるよ。

C3　にがいやつもゼリーにして飲める。

T　ゼリー？

C3　うん，わたし，ゼリーにして飲むの。

T　あ～，ゼリーに包んで飲むやつだね。わかっ

たわ。はい，じゃあ，C2 さんの質問は，も

ういいかな。

完成した C3 のワークシート（五）

【絵にあるもの】

ぴいちゃんのために　たべも

のをつくるぞ。

・ふらいぱん

・はし

・きゅうちゃん

【どんなこと・わけ】

　「ぴいちゃんのために　たべものをつくる

ぞ。」と，きゅうちゃんが　いいました。

　そして，はんばあぐ（ハンバーグ）と　お

にぎりをつくって　おちゃと　くすりと　お

さらと　つくえを　だした。　
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C1　C3，質問はありませんかって聞いて。

C3　質問はありませんか。

C2　はい。きゅうちゃんは，どこにいるんで

すか。そこは，どこですか。

C3　キッチン。

C2　キッチンはどこにあるんですか。

C3　地下室。

T　C3 さんのおうちには地下室あるんだもの

ね。いいね。

C1　つくえってどんな大きさのつくえですか。

C3　ごはん食べるつくえ。

T　きゅうちゃんとぴいちゃんが 2 人でごはん

を食べられるくらいのテーブルのことかな。　

C3　（うなずく）

T　はい，それでは，もう質問なさそうだから

終わりにしようね。きょうは，最後の場面の

お話をつくってもらいました。絵もね，自分

自分で選んでみんな違うの選んでいたね。お

話もいろんなのができて楽しかったね。先生

は楽しかったよ。じゃあ，これから，ふりか

えりを書いてもらいます。きゅうちゃんのお

話をつくって，どんなことができましたか。

どんなことを思いましたか。

C2　先生，ふりかえり書くところ，どこですか。

ないよ。

T　そうなの，先生ね，ワークシートに作るの

忘れちゃったの。だから，うらの白いところ

に書いてください。

C1　先生，どんどん斜めになっちゃうから定

規で線書いてから書いてもいいですか。いっ

ぱい書くことあるから。

T　そう，うれしいな。線引けない人，先生引

いてあげるよ。

　以下に子どもたちのふりかえりを紹介する。

（　）の中は発表のあと筆者が聞き取りをした際

に子どもたちから出た言葉である。

C1 のふりかえり

ぜんぶの　ばめんが　おもしろかったです。

きょうかしょの　より　も～っと　たのし

かったです。みさき先生がかんがえてくれ

たから　よかったです。ず～っと　やりた

いです。ぴいちゃんが　ねつを　だしたか

ら　かわいそうって　おもいました。

２人とも　かわいかったです。（お話を作っ

たり書いたりするのが）たのしかったです。

またやりたいよ。

C2 のふりかえり

さいごの　ばめんが　たのしかった。おはな

しを　かんがえるのは　むずかしかったけ

ど　めちゃくちゃ　たのしかったです。わ

けは，きゅうちゃんの　え　とか，すごい

じょうずですし，（きゅうちゃんの絵を見る

のが）たのしくて　（自分で絵からお話を考

えるのが）たのしくて　たのしかったです。

C3 のふりかえり

さいごの　ばめんを　かんがえるのが　た

のしかった。たべものを　かくのが　たの

しかった。

Ⅵ．特別支援学級において看図アプローチを活用
した成果
　本学級では，2022 年 9 月から約 4 か月にわた

り，自立と国語科の時間に看図アプローチを活用

して授業を行ってきた。学級開きをした 4 月当初，

在籍する３人の児童は，それぞれの個性もあって，

授業への参加の仕方にもズレが見られていた。ズ

レというのは，課題に対する取り組み方が一様で

はないということである。通常学級であれば，「今
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は課題に取り組む時間」として，全員が同時に課

題解決に取り組む。ところが，発達障害等により，

本人に何かの強いこだわりがあり，集中できない

状況下では，それを取り除くまで（ときには，取

り除いても）目の前の課題に意識を向けることが

困難な場合もある。これは，特別支援学級に限っ

たことではないかもしれない。

　昨今，「通常の学級に在籍する発達障害の可能

性のある特別な教育的支援を必要とする児童生

徒」の存在がクローズアップされるようになった。

その割合は，文科省の調査（2012）によれば 6.5％

とされている。

　この調査結果について，文部科学省初等中等

教育局特別支援教育課から出された報告（2012）

では次のようにまとめられている。

担任教員が記入し，特別支援教育コーディ
ネーターまたは教頭（副校長）による確認
を経て提出した回答に基づくもので，発達
障害の専門家チームによる判断や，医師に
よる診断によるものではない。従って，本
調査の結果は，発達障害のある児童生徒数
の割合を示すものではなく，発達障害の可
能性のある特別な教育的支援を必要とする
児童生徒の割合を示すことに留意する必要
がある。

　つまり，通常学級で授業を行っている教員が，

子どもの困り感や，「この子どもは，一時的なも

のではない何らかの原因で授業や学校生活につい

てこられていないのではないか」という気づきか

ら判断した結果ということになる。

　調査の質問項目のうち，本学級に在籍する子ど

もたちにも当てはまるものがいくつかある。以下

に，上掲の文科省の報告書からの抜粋を示す。

　たとえば，児童生徒の困難の状況 < 学習面（「聞

く」「話す」「読む」「書く」「計算する」「推論する」）

> では，「単語を羅列したり，短い文で内容的に

乏しい話をする。（ママ）」「指示の理解が難しい。」

　　< 行動面（「不注意」「多動性－衝動性」）> では，

「指示に従えず，課題や任務をやり遂げることが

できない。」「（学業や宿題のような）精神的努力

の持続を要する課題を避ける。」

　< 行動面（「対人関係やこだわり等」）> では，「共

感性が乏しい。」「ある行動や考えに強くこだわる

ことによって，簡単な日常の活動ができなくなる

ことがある。」「自分なりの独特な日課や手順があ

り，変更や変化を嫌がる。」

　また，本学級で看図アプローチを活用する以前

の子どもたちは，自分の考えを発表したり，図工

の時間に絵を描く・造形物をつくり出したりとい

うような活動に困難を示すことが多かった。何も

ないところから自分の考えを絵や形に表したりす

ることが非常に困難な児童もいた。

　ところが，自立の時間における「きゅうちゃん

の言葉（セリフ）を書く活動」ではどの児童も考

え込むことなく，集中してきゅうちゃんの吹き出

しに自分が考えた言葉（セリフ）を書き出してい

た。そして，皆の前で発表するときには臆するこ

となく堂々と自分の書いた言葉を発表してきた。

　「きゅうちゃん」は子どもの心をつかみ，子ど

もたちが自分ごととして考えや言葉を生み出す力

を持っている。子どもたちは「きゅうちゃん」の

言葉や行動を考えることによって，きゅうちゃん

に自分の姿を投影し共感しているのだ。

　筆者は以前の報告（田中・石田 2022，p.27）で，

「きゅうちゃん」絵図が汎用性の高い教材である

ことについて述べている。本実践でも，子どもた

ちには，「きゅうちゃん」を介してお互いの考え

を伝え合い自己を表現し他者と関わろうとする態

度が見られた。このような姿からは，「学びに向

かう力・人間性等の育成」につながっていると確

信できた。これは，本学級での看図アプローチに

よる取り組みが，特別支援学級在籍児だけでなく，

通常学級に在籍する特別な支援を要する子どもた

ちに対する学習や行動面での困難さの解消の一助

になり得ることの証明ではないだろうか。

　国語科実践で行った「このあと，どうなったで

しょう。」の学習では，文章のみの提示では推論

することが難しいとされる子どもたちも，「きゅ

うちゃん」の絵図をよく見て考えることで，「こ

のあと，どういう結末がくるか」を想像してお話
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をつくることができていた。子どもたちのふりか

えりからは「お話を考えるのは難しかったけれど

楽しかった」「自分でお話を考えるのが楽しかっ

た」「場面を考えるのが楽しかった」といったポ

ジティブな言葉が多く見られる。このふりかえり

から，楽しみながら，子どもたちが深く思考し，

表現しようとしたことがうかがえる。また，「きゅ

うちゃん」を用いた課題に取り組むことに対して

の「また，やりたい。」「ず～っとやりたい。」と

いう言葉からは子どもの前向きな気持ち，意欲が

感じられる。これは，4 月当初「考えることが苦手」

「自分の気持ちや考えを表出することが少な」かっ

た子どもたちの大きな変容と言える。「きゅうちゃ

ん」は，通常学級，特別支援学級の区別なく，ど

んな子どもにとっても意欲をかきたてる魔法の教

材である。子どもの内面から湧き出る意欲に優る

成長のファクターはない。

　したがって，本稿における看図アプローチを活

用した「きゅうちゃん」の自立活動や国語科への

導入は「通常の学級に在籍する発達障害の可能性

のある特別な教育的支援を必要とする児童生徒」

にも，充分，教育的支援の成果が期待できると考

える。

Ⅶ．おわりに－今後の課題
　筆者の勤務校では，保護者と学校（担任）との

間で毎日連絡ファイルが交わされている。特別支

援学級ではどこの学校でもなされていることが多

い。A4 サイズ１枚の用紙にその日 1 日の子ども

の様子や支援の状況を時間割に合わせて報告して

いる。毎日綴られていくので子どもの成長をふり

かえる大切な記録にもなる。その用紙には，【学

校から】として特記すべきお知らせ（体調の変化・

持ち物や提出物等）を書く欄と，【お家の方から】

という欄がある。その【お家の方から】の欄に最

近書かれた言葉を紹介したい。

「自分の考えを人に伝えること」は，〇〇（児

童名）に伸ばしてほしいところなので言える

ようになってきて嬉しいです。きゅうちゃん

が，ピタリとはまったんですね。少しずつ

〇〇の自信になっていると思います。家では

ほとんど何もしてあげられていないので…。

冬休み中，少しゆっくりと向き合えればよい

かと思っています。

　毎日の報告の中に，自立活動・国語・算数の様

子だけでなく，協力学級での状況なども伝えてい

る。この連絡ファイルへのお家の方からの書き込

みの前に，筆者は，協力学級担任からの報告を伝

えていた。学級会で意見を求められても口を開い

たことがなかった本児が，初めて自分の言葉で意

見を言ったということであった。意見の根拠とな

る理由は「〇〇さん（友達の名前）と同じです。」

という発言であったが，協力学級担任は，本児が

自ら発言をしたという事実に驚いて，筆者に伝え

てきたのだった。

　特別支援学級の中では他のクラスメートととも

に同じ活動をしていても，協力学級の中では自分

の考えを言葉で表出することがない児童が多い。

それは，心理的な安定やコミュニケーション基礎

能力などいろいろな要因が考えられるが本稿とは

直接かかわらない内容なので詳しい言及は割愛す

る。ただ，本学級においても 4 月当初は自分の

考えを言葉にして表出することがなかった児童が

「きゅうちゃん」に出会って以来，能動的に学習

に参加するようになったことは事実である。児童

だけでなく，その変容にお家の方も気づき，お家

での関わり方を積極的に行っていこうと意識が変

わったことは，これも「きゅうちゃん」の成果で

はないだろうか。上掲した連絡ファイルの保護者

の言葉は，言葉による気持ちや考えの表出が少な

い子どもへの働きかけとして「看図アプローチ」

「きゅうちゃん」が功を奏したことを実証するも

のととらえ，今後，学校教育の他の教育課程への

実践も試みたいと思うに至った。
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